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タブ型照葉樹林の種組成および種多様性
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                                Abstract 

 Species composition and species richness were studied in the Persea type lucidophyllous forests on their 
southern distributional limit in Kagoshima, Miyazaki and Kochi prefectures and their northern distributional limit 
in Niigata, Yamagata, Akita, Miyagi and Iwate prefectures. In total, 121 quadrates were investigated. The Persea 
type lucidophyllous forests were classified into the Fico superbae-Persetum thunbergii Miyawaki 1998, the 
Arisaemato ringentis-Persetum thunbergii Miyawaki et  al. 1971 and the Polystico-Persetum thunbergii Suzuki et 
Wada 1949. The Fico superbae-Persetum thunbergii was characterized by the presence of Trachelospermum 

 gracilipes var.  liukiuense, Maesa tenera, Psychotria serpens and others, and was distributed on Yakushima Island 
and Tanegashima Island. The Arisaemato ringentis-Persetum thunbergii was characterized by the presence of 
Ophiopogon ohwii, Trachelospermum asiaticum var. intermedium and Rohdea japonica and the absence of the 
differential species of the Fico superbae-Persetum thunbergii, and was distributed on Kushima, Nichinan, 
Ashizuri and Muroto. The Polystico-Persetum thunbergii was characterized by the presence of Ardisia japonica, 
Ophiopogon planiscapus, Dryopteris  erythrosora and Dryopteris lacera, and was distributed in the Tohoku re-

gion. These three associations were distributed along the coast. The mean number of lucidophyllous elements per 
quadrate  (10010, which was indicative of species richness, in the Fico superbae-Persetum thunbergii, the 
Arisaemato ringentis-Persetum thunbergii and the Polystico-Persetum thunbergii was  21.4-36.1, 28.6-33.5 and 
2.8-10.0, respectively. The lowest species richness of the Polystico-Persetum thunbergii was caused by the salt 
breeze and the low temperatures in the area where this association was distributed. 
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　 　　　　　 　　　　 は じめ に

　 国 内の照葉 樹林 は林冠 木 の優 占種等 によって タブ型 ，

シイ型 ， カシ型 の3型 に区分 され て い る （鈴 木 ，1952；

服 部 ，1985，1992，1993； 服 部 ほか，2009） ． タブ型 照

葉 樹林 は臨海 部 に発達 し， タブノキの他ヤ ブニ ッケイ ，

シ ロダモ ，ホル トノキ， クロガネモチ，モ チ ノキ， ヒメ

ユズ リハ な どの鳥散布 に よる種子 を持つ照葉 高木 の優 占

す る樹林 で，ス ダジイ ， コジイ ， ウラジロガシな どのシ

イ属，カシ属を欠落 させ るか，ほとん ど含まないことも

特徴の一つである．照葉樹林の北限域にあたる東北地方

のタブ型照葉樹林の種組成および種多様性については服

部ほか （2008）にまとめられているが，その他の地域の

タブ型照葉樹林については群集の記載や報告はあるもの

の，種多様性については十分調査 されていない．四国以

南の太平洋沿岸域に位置する高知県南部，宮崎県南部，

屋久島，種子島においてタブ型照葉樹‘林の調査を行い，

それ らの種組成，種多様性，生活形組成を明らかにした

ので，東北地方の結果 と合わせてその成果を報告する．

図1　 調査地の位置．番号は表1の 調査地域No．に対応．



　　　　　　　　　調査 地 の概 要

　低温条件下にある中部 ・東北地方と温暖 ・多雨条件下

の九州南部から四国南部地方のタブ型照葉樹林 を調査対

象 とした．九州か ら四国については屋久島北部 （鹿児島

県屋久島町1府川 ・楠川 ・志戸子 ・矢筈崎），種子島南部

（鹿児島県南種子町本村），種子島中南部 （鹿児島県中種

子町塩屋），宮崎県串間市市木石波，同 日南市平山，高

知県土佐清水市足摺岬，高知県室戸市室戸岬の7地 域を

調査対象 とした．中部 ・東北地方については服部 ほか

（2008）をもとに宮城県石巻市弁天島 ・貢尻島，同南三

陸町椿島，同南三陸町 ・気仙沼市 （泊浜 ・尾崎神社 ・荒

島神社，御崎神社），岩手県釜石市 ・山田町 （三貫島，

大島），新潟県村上市 （八幡神社 ・柏尾 ・多岐神社），山

形県遊佐町 ・鶴岡市 （三崎神社，住吉神社），同酒 口市

飛島，秋田県にかほ市 ・由利本荘市 （八幡神社 ・諏訪神

社 ・三嶽神社，御嶽神社） の8地 域を調査対象 とした

（図1） ．服部ほか （2008）では調査地を6地 域 にまとめ

たが，本研究では宮城県内の調査地を3地域に区分 した．

各調査地に残 されているタブ型照葉樹林は面積 も広 く，

自然性は高い．各調査地の海抜，海岸線からの距離，最

寒 月の月平均気温は表1に 示 した．すべての調査地は海

岸線近 くに位置 してお り，強い潮風条件 ドにある．気温

は北限域の樹林 と屋久島では11℃ の差があり，気温条件

の差は非常に大きい．

　　　　　　　　　　 調査 方法

　 1998年 から2010年 の13ヶ 年にわたって上記15地 域の自

然性の高いタブ型照葉樹林の植分を対象 として，調査を

行 った．調査区の面積は斜 面の実測値 （斜距離）に基づ

いて斜面積の100㎡ （基本的には10m×10m） とした．良

好な植分が広がっている場合は調査区を連続 して，良好

な植分が狭い場合には単独で設置 した．

　調査区の選定にあたってはギャップ部位を避 けた．調

査は調査区内の植分について階層区分を行った後に，目

測 による各階層の高 さ ・植被率の記録，各階層別の植物

種 リス トの作成， 目測による出現種の被度 （％）の記録

を行った．単生す る実生の被度 （％）は0．0001％以下の

場合もあるが，本調査では0．01％を最小の被度 （％）値

とし，調査および資料整理を簡素化 した．第一低木層以

上の各階層については，樹種別に個体数を記録 し，その

数値 を各樹種の被度 （％）推定の参考資料 とした．高木

層の樹木については胸高直径を測定 した．林冠木等に着

生している植物については，低い位置に付着あるいは周

辺 に落下している着生植物等を参考に，高性能の双眼鏡

（Nik・n　lo×42　LDcF） を用いて同定 し，次に被度 （％）

の推定を行った．出現種の被度 （％）の記録が終わった

後 に，階層 ごとに出現種の被度 （％）の積算値 と，その

階層の植被率を比較 し，両者に差がある場合には再度推

定 し，被度 （％）または植被率の数値を修正 した．次に

表1　 調査地の概要．距離は調査地から海岸までの最短距離．気温は最寒月の月平均気温．

D：柵川，楠川，志戸子，矢筈崎；2）：南三陸町泊浜・尾崎神社 ・荒島神社，気仙沼市御崎神社 ；

3）：釜石市三貫島，山田町大島；4）：八幡神社・柏尾・多岐神社 ；5）：遊佐町三崎神社，鶴岡市住吉神社 ；

6）：にかほ市八幡神社・諏訪神社・三嶽神社，由利本荘市御嶽神社．



斜 面方位 ・角度，海抜 な どの環境 条件 を記載 した ．

　 現地調査 の結果得 られ た資料 を調 査地 ご とにま とめ，

各 出現 種 の出現頻 度 （％） （ある種 が出現 した調 査 区数

／ 調査地 の調 査 区数 ×100） と各 々の種 の1調 査 区あた り

の平均 被度 （％） （あ る種 が 出現 した調 査 区の全 階層 の

被 度 （％） の合 計値 （％）／ 調査 地の調 査 区数 ） を算 出

し， 出現頻度 ・平均被度 （％） の一覧表 を作成 した ． こ

の表 は植物社 会学的調査 方法 に よる総合常在度 表 にあた

る．出現頻度 ・平均被度 （％）表において表操作 を行い，

群 落適合度5の 基 準に よって群 落単位 を抽 出 した．また，

各 群落単位 にお ける種 多様性お よび生活形組成 をみ るた

め に， 出現 種 を服部 ・南 山 （2001）， 服 部ほか （2002），

Hattori　 et　al． （2004） に 基づ いて照葉樹 林構成種 とその

他 の種 に区分 した ．照葉 樹林構成 種は，生活形 お よび植

物 分類 によって照葉 高木 ，照葉小 高木，照葉低 木，照葉

つ る，常緑針 葉高木 ，常緑針葉小 高木，地生 ラン，常緑

地生 シダ，その他 地生の多年生草本類，常緑カ ンアオイ，

着 生 シダ，常緑低木 ヤシ に分類 した．各調査 区 にお ける

照葉樹林構成 種数， 出現種数 な どを も とに各群 落単位 の

1調 査 区あた りのそ れ らの平均 種数 （種 多様性 ，species

richness） を 算 出 し， さ らに各 調査 区 にお け る生活 形別

の種数 をも とに各 群落 単位 の1調 査 区あた りの生 活形組

成 （生活 形^ 別 の平均種数 と平均組成 比） を算 出 した ．

　　 　　 　　　 　　　 調 査 結 果

群落 区分

　植 生調 査 の結果 得 られ た121資 料 を もとに総合 常在度

表 にあたる出現頻度 ・平均被度 （％） を作成 し，表操 作

を行 った結果 ，表2に 示 した よ うに タブ ノキ　ア コ ウ群

集 ・Fico　superbae－Persetum　 thunbergii（ 群 集名1， 調査

地 域No．1－3） ， タ ブ ノ キ ー ム サ シ ア ブ ミ群 集 ・

Arisaemato　 ringentis－Persetum　 thunbergii（ 群 集 名n， 調

査 地 域No．4－7） ，タ ブ ノ キ 　 イ ノ デ 群 集 ・

Polystico－Persetum　 thunbergii（ 群 集名III， 調 査 地域No．8－

15） の3群 集 が 区分 され た．3群 集 共通 の特徴 と してタ

ブ ノキ等 の非ブナ科植物 の優 占があげ られ ，生活形組成

では地生 ラ ン，着生植物 ，常緑 地生シ ダが少 ない こ とが

あげ られ る （表3） ．

タ ブ ノ キ ー ア コ ウ 群 集 ・Fico　 superbae－Persetum

thunbergii　Miyawaki　 1998

　 タブ ノキーア コ ウ群集 はオ キナ ワテイ カカズ ラ，サ ツ

マサ ンキライ， シマイ ズセ ン リョウ， シ ョウベ ンノキ，

シ ラタマ カズ ラな どを識 別種 としてま とめ られた ．群 落

高 は10－16mで ， 階層 は4層 または5層 に分化 して いた．

分 布 地域 は屋 久 島， 種 子 島の 臨海部 にあ って ，気 温値

（最 寒 月の月平均 気温 値） は約11℃ と非常 に高か った ．

高木層 の樹木 の平均DBHは16－57cmで 差 が認 め られた ．

種 子 島本 村 のDBHの 低 さが 顕著 で あ った． 高 木層 の樹

木 の 平均密度 は3．6－9．6本 （100㎡ ） で種子 島本村 の密度

が高か った．種多様性 は25．2－42．4種 （全出現種 ），21．4－

36．1種 （照葉樹 林構成種 ）で ，同 じ群集 内で も大 きな差

が認 め られ た．生活形組 成 の特徴 と して は絞殺 木や地 生

ランがやや 多い こ とがあげ られ た （表3） ．

タ ブ ノ キ ー ム サ シ ア ブ ミ群 集 ・Arisaemato　 ringentis－

Persetum　 thunbergii　Miyawaki　 et　al．1971

　 タブ ノキームサ シアブ ミ群集 はナガバ ジャ ノヒゲ，テ

イカカ ズラ，イヌ ガヤ，オモ トに よって タブ ノキーア コ

ウ群集 と区分 され， サカ キカ ズラ， フ ウ トウカズ ラ，ホ

ル トノキ，クス ドイ ゲ， タチバ ナな どを含 む ことによっ

て タブ ノキーイ ノデ群集 と区分 された ．群 落高 は11－16

mで ， 階層 は4層 また は5層 に分化 していた．分 布地域

は宮崎県 ，高知県 の臨海 部 にあって，気温値 は約7℃ で

あ り， タブ ノキ 　ア コウ群集 の分布 域 よ りは低 いが タブ

ノキ ーイ ノデ群集 の分布 域 よ りは高か った．高木層 の樹

木 の平均DBHと 平 均密 度 はそれぞれ27－29cm，4．4－7．4本

（100㎡） であった．種多様性 は28．6－33．5種 （全 出現種 ），

23．8－27．0種 （照 葉樹 林構 成 種） で大 きな差 は認 め られ

なか った．生活形組成 の特徴 としては夏緑 多年 生が多 い

ことが あげ られた （表3） ．

タ ブ ノ キ ー ノ デ 群 集 ・Polystico－Persetum　 thunbergii

Suzuki　et　Wada　 1949

　 タブ ノキーイ ノデ群集 はヤ ブ コウジ，オ オバ ジャノ ヒ

ゲ，ベ ニシダ， クマ ワラビな どに よって他 の2群 集 と区

分 され た．また他 の2群 集 と比較 して， タブ ノキの平均

被 度が非 常に高い こ と，す なわちタブ ノキのほぼ完全 な

優 占林 で あ るこ とも大 き な特 徴で あ った．群 落高 は15－

19mで ， 階層 は4層 また は5層 に分 化 していた ．分布 地

域 は照葉樹 林の北 限にあた る新潟 県， 山形県 ，秋 田県 ，

宮城 県，岩 手県の 臨海 部で あった． 日本海側 では潮風 の

直接 当たる風 ヒ側 には分 布せず ，風 ドとなる尾 根 をへ だ

てた 内陸側 に分布 していた．気温値 は低 く，最 寒月 の．月

平均 気温0．1－1．6℃で あっ た． 高木 層 の樹木 の平均DBH

と平 均密 度 はそれ ぞれ33－78cm，2．7－8．5本 （100㎡ ） で

あ った．種多様 性 は9．9－20．8種 （全 出現種 ），2．8－10．0種

（照葉樹林構成種）で他 の2群 集 と比べ る と非 常に低 かっ

た．生活形組 成の特徴 と して は照葉 樹林構成種 外 の夏緑

高木等 の生活 形が多 い ことが あげ られた ．タブ ノキーア

コウ群集 とタブ ノキームサ シアブ ミ群集 では照葉樹林構

成 種外 の生活 形 の比率 が5－20％前 後で あ るのに対 し，本

群集 で は50％ を超 える地域 が多か った （表3） ．



表2　 タブ ノ キー ア コ ウ群集 （1）， タブ ノキ ーム サ シア ブ ミ群 集 （n） お よび タブ ノ キーイ ノデ 群集 （皿） の 出現 頻度 ・平均 被度 一覧 表 ．Aは 出現頻 度 （％），　Bは 平均被 度 （％） を示 す ． ＋は0．01％未 満 ．



表2　 続き



表2　 続き



表2　 続き



表3　 タブ型照葉樹林構成種の生活形組成 と種多様性．数値は1調査区あた りの生活形別の平均種数と標準偏差．括弧内は組成比（％）．

D：9調 査 区の林 冠木 平均DBH，2） ：7調査 区の林 冠木平 均DBH，3） ：2調査 区の林冠 木平 均DBH



　　　 　　　　　 　　 考 　 　 察

タ ブ型照葉樹 林の特性

　 国 内の照葉 樹林 は前述 した よ うに優 占種等 に よってタ

ブ型， シイ型 ，カ シ型 に 区分 され る． タブ型 照葉樹林 は

Hattori　and　Nakanishi（1985） ，　服部　（1992，　1993） ，　服

部 ほか （2008） が ま とめた よ うに沿岸部 の台風 や冬季 の

季節 風 な どに よる強 い潮 風条件 下に発達す る．今 回の調

査 結果 もそれ を裏付 けてい る．北限域で は厳 しい潮風 条

件 と気温条件 のた め高木 層 の構成 種は，それ らの条件 に

耐性 を持つ タブ ノキに限 られ る．そのた め北 限域 にはタ

ブ ノキ1種 に よる優 占林 が広 がってい る （服 部，1992，

1993） ． 北 限 よ り南下す る とシイ 属 も分布 可能 とな り，

沿岸 部 でも潮 風が直接 当た らない よ うな立地 では シイ型

が発達 し，タブ型 の分布 地は今 回の調査地で ある屋久 島，

種 子 島，宮崎県南部 ，足摺岬 ，室戸岬 といった台風 の影

響 を強 く受 け る立地 に限 られ る．また， 南下す るほ ど潮

風 に耐性 を持つ高木層構 成種 も増加 す るので南部 のタブ

型 の高木層 は多様 な種 よ り構成 されてい る．

　 照葉樹林構 成種数 の分布 は南 ほ ど多 く，北 に 向か うほ

ど減少す る （服部 ，1985； 服 部 ・南 山，2001； 服 部 ほか，

2002） ． タブ型 も北 に向か うほ ど種多様 性 は減少す る．

また， 同 じ地域 内のシイ型 とタブ型 の種多様性 を屋久 島

で比較す る と， タブ型 の種多様性 は同地域 の シイ型 の種

多様性 の1／2以 下 とな り，かな り低 い （服部 ほか，2009） ．

タ ブ ノ キ ー ア コ ウ 群 集 ・Fico　 superbae－Persetum

th皿bergii　Miyawaki　 1998

　 タブ ノキ　ア コ ウ群集 は宮脇 （1978） に よって屋久 島

の タブ型 照葉 樹林 を対象 にま とめ られた群集 で ある．宮

脇 （1980） は 屋久 島 と種 子 島のタブ型照葉樹林 を各 々タ

ブ ノキ 　ア コウ群落， タブ ノキ 　ナ タオ レノキ群落 と し，

服 部 ほか （2009） も それ に従 ったが，今 回調 査 を行 った

屋 久 島，種 子島の タブ型 照葉樹林 は群集 に相 当す るもの

として， 宮脇 （1978） の 本群集名 を採用 した．

　 国 内 の 照 葉 樹 林 は ヤ ブ ツ バ キ ク ラ ス　（Camellietea

japonicae　Miyawaki　 et　Ohba，1963） に ま とめ られ ，屋 久

島以 南 の ス ダ ジイ ー ボチ ョウジオ ー ダー （Psychotrio－

Castanopsietalia　 sieboldii　Hattori　et　Nakarlishi，1983） 　 と

同 以 北 の ス ダ ジ イ　 ヤ ブ コ ゥ ジ オ ー ダ ー （Ardisio－

Castanopsietalia　 sieboldii（Miyawaki　 et　al．，1971）Hattori

et　Nakanishi，1983） に 区分 され る （服部 ，1985） ． 本群

集 はオ キナ ワテイ カカズ ラ， ボチ ョウジ， オキナ ワシタ

キヅル な どに よってスダ ジイ　 ボチ ョウジオー ダー に位

置 づ け られ る．

　 本群集 は屋 久 島，種子 島以南 の南西諸 島に分布 す る と

考 え られ るが，既存 の資料か らは奄 美諸 島，沖縄本 島な

どにおいて本群集の分布 を確認できなかった．ハスノハ

ギ リ林などが海浜に発達する上述の地域ではタブ型照葉

樹林は成立できない可能性もあり，この点については今

後 も検討を続 けたい．

タ ブノキ ームサ シア ブ ミ群 集 ・Arisaemato　ringentis－

Persetum　thunbergii　Miyawaki　et　al．1971

　 タブノキームサシアブミ群集は宮脇ほか （1971）によっ

て九州南部のタブ型照葉樹林を対象に とりまとめられた

群集である．林冠木はタブノキの他ホル トノキ，バクチ

ノキ，ヒメユズ リハなど多くの種から構成 されることが

多い．今回調査を行った宮崎県南部のタブ型照葉樹林は

ホル トノキ，タチバナ，ムサシアブ ミなどの存在か ら同

群集 に位置づけた．

　屋久島以北の照葉樹林はナガバジャノヒゲ，テイカカ

ズラなどによってスダジイーヤブコウジオーダーにまと

められるので，本群集は同オーダーに位置づけられる．

　本群集は南九州，西九州，南四国，和歌山県南部に分

布する．北限域を中心とし， 日本海側や関東 ・中部地方

に広がるタブノキーイ ノデ群集 とは分布域が異なる．

　本群集の成立要因として台風があげ られる．周期的に

襲来する台風によって林冠はそれほど発達できず，また

構成種も潮風条件に耐性 を持つ種に限 られる．本群集の

高木層構成種のDBHが タブノキーイノデ群集 よりも細

く，台風による林冠木の被害が冬季の季節風による被害

よりも大きいことを示 している．

タ ブノキ ーイ ノデ群集 ・Polystico－Persetum　thunbergii

Suzuki　et　Wada　 1949

　 タブノキ　イノデ群集は鈴木 ・和田 （1949）によって

房総半島のタブ型照葉樹林を対象にま とめられた群集で

ある．今回調査を行った照葉樹林北限域のタブ型照葉樹‘

林 についてはすでに本群集 としてまとめられてお り （宮

脇 ほか，1971； 鈴木 ・鈴木，1973），今 回もそれに従っ

た．本群集は北限の照葉樹林であ り，種組成の単純化が

著しく，他群集の識別種 を基本的には欠 くが，南九州，

南四国のタブノキ　ムサシアブミ群集 とはヤブコウジ，

オオバジャノヒゲ，ベニシダなどを識別種 としている．

　 タブノキームサシアブミ群集 と同様にスダジイーヤブ

コウジオーダーに位置づけられる．

　本群集の分布は照葉樹林の北限域だけではなく，新潟

県か ら山口県にかけての 口本海沿岸部，関東 ・中部地方

などの太平洋沿岸部の潮風条件が厳 しい半島部等に分布

す る．特に日本海側では北西の季節風が厳 しい能登半島，

太平洋側では台風のよく襲来する房総半島，渥美半島な

どに多 く分布 している．

　今回調査対象 とした本群集の照葉樹林構成種数の種多

様性は2．8種から10．0種ときわめて低い．スダジイ ーヤ



ブコウジオーダー域内で最大の種多様性を示す綾町のシ

イ型照葉樹林の約45種 （服部ほか，2003） と比較すると

約20％以 ド， 仁限のカシ型照葉樹林の約25種 （服部ほか，

2008） 比較すると40％以下 となり，国内の照葉樹林の中

で北限のタブノキ　イ ノデ群集はもっ とも低い種多様性

を有 している．
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　　　　　　　　　　要 　 　旨

　屋久島，種子島，宮崎県南部，高知県南部および照葉

樹林北限域の新潟県，山形県，秋 田県，宮城県，岩手県

のタブ型照葉樹林の調査を行った．その結果，オキナ ワ

テイカカズラな どを識別種 とするタブノキーアコウ群集

（屋久島，種子島），キダチニン ドウな どを識別種 とする

タブノキ　ムサシアブミ群集 （宮崎県南部，高知県南部），

オオバジャノヒゲなどを識別種 とするタブノキ　イノデ

群集 （新潟県，山形県，秋田県，宮城県，岩手県）の3

群集が区分 され，それ らの3群 集は潮風条件 ドに成立し

ていた．タブノキ　アコウ群集はスダジイ　ボチ ョウジ

オーダーに，タブノキ　ムサシアブ ミ群集 とタブノキ

イノデ群はスダジイーヤブコウジオーダーにまとめられ，

両オーダーはヤブツバキクラスに統合される．3群 集の

種多様性を比較すると，もっとも南に位置 しているタブ

ノキ　アコウ群集の種多様性がもっとも高 く，もっとも

北に位置 しているタブノキーイノデ群集の種多様性がもっ

とも低かった．タブノキーイノデ群集の種多様性は国内

の照葉樹林の中でもっとも低いと認められた．タブノキ

ムサシアブミ群集は四国，九州，紀伊半島南部の太平洋

沿 岸 に 分 布 し ， タ ブ ノ キ 　 イ ノ デ 群 集 は 日本 海 沿 岸 お よ

び 太 平 洋 沿 岸 の 北 部 に 分 布 す る ．
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